
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































まずはとに力く SFX (sci印tific Fe郎ibi]ity Eゆ.rim飢t)が実現できる西川
かどうかが目標だったんですね。科学豹実i正実験として、閉じ込めができ
井口
279
室賀
280
室賀
るかどうか
核1融合はシステムですから、炉心化材料の両方が揃わなけれぱならないん
ですね枸馴胤こ言えぱ、材料の見込みがなけれぱソラズマ研究の意昧もな
し、
材料も含めて、プラズマの制御工学が非常に人きな分野になりっっあるん
ですね
1970年代は材料のほうがイ聖勢でしたね
大型の材1羽汎究は、核剛洽という片柴を人れて予算をもらったという譜怠
がありますな災際には材料科学でしたけど。
材料のJ師是靭究に戻って匝1り道をせざるをえなかったという側而もありま
す。
材料のほうが危ないという1尉削訓亥1融合コミュニティではわかるんですが、
外から兒ると、材料がある、なし、という二兀楡的なず師兪に兇えるわけで
す。千厶はそういう見力はよくなくて、材料,とは、ステップ・バイ・ステッ
プにⅢ1発していくものだと忠います。
吉岡(正)そういう誤觧をしているっもりはまったくないノνですが、新朋などの記事
を見ても、いつも説明がわかりにくいノVですねもっとわかり弌イい説明
がなされるべきだと思います。
小柴先牛の論文に対する符えにしくも、'鯏"」的な符え力をするのではなく、平田
もっと分力四や小く説明すべきなんですな核融合イ形路の答え方はいっ
も細かすぎて、なノVとなく印象が悪いような感じを受けます。'、1,小1舶勺なこ
と以前にもっと上噺飽杓な説明があるべきです。釧かいことぱかり禽かれて
も分からない。まず最總杓な朔略の絵を示して呪在の下程がわかるように
説明し、そこから反刈'、枕成の俄論をtるようにしていったほうがいいで
しょう。われわれ第三名には、どういう議楡をしているかさっぱり分から
なしソVです。
吉岡(正)そうですね小柴先小の質陶にヌ、jtる符えにしても、わざわざどういうス
テップかクリアにしないで祝明しているような印象さえ受けてしまいます。
福田
西川
平田
0
室賀
小川
日
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田島 わざとわからないように説明しているんです。でもそ刈土戦略としてはま
ずいということがようやく最近分かってきたと思います。これまではクリ
アに分力町やずく説明することをあえて避けてきました。
本当はどちらが戦略としてよい力汾からないですね。みんなが知れば知る
ほどかえって反対する可育獣生もあるわけですから。
東京膨Jの問寄にしてもそうですが、最初からできるだけみんなに情報を
流したほうがいいと思いますよ。
そうぃう意見は、今だから言える。時代が変わったんですね、日なら、そ
うはできなかったで司,Q。
私たちも20年の進展の中で、白信をっけてきていると思うノVですよ。
自信がっいてぃる割には、シュリンクした意見が多いのはどうしてなんだ
ろう。
自信がっいてきたから、慎重になるということもありますよ。何も知1らな
けれぱ、いくらでも仰Kも言えるでしょっ。
平田
笹尾
田島
笹尾
田島
西川
4.8
281
全体討議
いろいろ議論してきましたが、問題ははっきりしてきたと思います。取後
にこれまでの核融合開発に携わってこられた西川先生に、現】人?ご弓後の10
金Hこっいてお話しいただきたいのですが。
今後どうなるだろうかという分析はできますが、それでは玉既伽勺になりま
すねむしろどうしたいか、どういう社会を作るかを考えるのが大事だと
思います。ヨーロッパではグローバノレな自由兢争を追求しすぎると、南北
平田
西川
3弓吋く電力の原子力発何舮折の自主点検言西示が改ざんされていたことが内,市百発によって明らかにょり、東
電は所有するほとんどの原子炉の適捌亭化に追い込まれた原子力発苛町の枝躯の損傷お判血にっし、て>
欧米では検査で見っかった損傷にっいて通転止の安全性、進行の廻装等断平1価して樹1多'.取り白えを次
める緋持基五まが次められているが、日本ではこれを採用していないことが遠因であると言われる0日.
の原子力発商折では損傷や事故は起こり得ないという安全神語が1耐Eされてきており、住民の臓オを心、
れるあまり科判りな議論を避けてきた官民の怠慢が揃商されている。
282
格差が激化し、貧富の差も拡大するととらえ、競争社会に代わる価値観
して、協調、,々存という方向にシフトしようという動きも出てきています
ねそういう社会にしたいという希望がこめられている。それが実現でき
るかどうかはともかくとして、そういう芳え方にヌ1する共感も広がってき
ています。そういう社会に本当に核融合が彪、要かどうかにっいて再検討す
田島
るべきではないでしょうか。
政冶、経済、科学、宗教力§前世紀に行き詰っていますねですから、すべ
てにおいてこれから新ししゾ酬直観を作らなけれぱならないと思います。そ
の巾の科学において核融合がどのような位置を占めるかについて、詰めて
西川
考えていく必要がありますね
最近、邦見できるかどうかも不安に感じてきているんです。核融合は、持
続的繁栄社会が前提になっていますが、調和、共存、地工k環境の公平性な
どのイ酬郎見が生まれている今後の社会において実現できるかどうか、疑問
に感じてもいます。発展途上国にまでエネルギーがいきわたるようにする
のは、集中型より分散型力靖断昇力があるし、ふさわしいのではないかと思
います。日本は別ですよ。だから日本の国益のために核融合というのなら
分かりますけれどね。
私は、ちょうどそれとは逆の建課です。むしろそうい夘訓弌だからこそ、
核融合の意味があるんだと思います。エネルギーの主なイ吏途は、交通、基
盤産業などですねこれらは発展途上国に一番必要なものです。そういう
ニーズに、たとえば風力発電などのイ弌替エネルギーがフィットするかどう
かですね大きなエネルギー需要を必要とする社会構造では、核融合が適
していると思います。
そうです。たしかに、大きな需要を必要とする社会では、核融合が適して
います。
発展途上国も、そういう社会をめざすように変わっていくのではないです
か。
私の自鍬やエネルギーにヌナキる理角翆では、今のところは亀杓には、 1番目が
バイオマス、炊が風力、 3番目が太陽光で、太陽エネルギーはそれほど重
要ではないと思っています。自然エネルギーは別格で優遇すべきというの
笹尾
第4章
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西川
笹尾
吉岡(斉)
笹尾
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田島
が大方の理角翆で司、し、私もそう思いますが、それ以外のエネルギーは斗弊
に扱うのがよい。たとえば原子力は冷遇すべきという考え方では、千厶はな
いんです。大規キ奘集中型のエネルギーは市場博理でいいのではないかと思
つています。
い弌手厶は、そこに市場呼理を持ち込むと、環園皮壊の点で取り返しがっか
ないことになると思います。
それは個々のエネルギーに対して、環埼兇など個々の特性に応じたぺ
ナルティを課せぱよいのであって、そのことが核融合を優遇する理屈
としては成り立たないと思います。
ペナルティを課しても環境に悪影響を与えることには変わりがないですね。
ペナノレティさえ払えばよいという発想、になりかねないのでば
ですからできるだけ悪影響をもたらすものにっいては、予防原則の精神に
立って、それに見合う高めのぺナノレティを設定するわけです。ペナルティ
によって、いかに消費を減らすかが問題で、消費削減に値するぺナルティ
をかけるわけです。それにより消費構造を組みかえることができると思い
ます。
西川先生がキ剛商された、これからの社会で核融合による集中的なエネ
ルギー開発が必要かどうかにっいてですが、数年前のIA臥の基調講演
で、「核融合は何のために必、要か」というのがありました。そこでは先
進国のためではなく、途上国のために必要だという認識でした。経済
成長するためには、自然エネルギーには限界があるため、それなりの
集中型エネルギー源が必要で、そこに核融合が選択肢としてあるわけ
です。最終的には、市場原理にゆだねられるのかもしれませんが、エ
ネルギー資源のイ財甫として開発しておくことにはそれなりの,冒、義があ
ると思っています。
西川先生が指摘されるような分散型が成り立てばいいのですが、代替エネ
ルギーには、やはりそれぞれ問題点があるわけです。分H俄型の人は他の工
ネルギーとの↓嫩を検討していないし、社会全体が分"飲型でネ倒寺できるシ
ナリオがないんですよ。
笹尾
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吉岡(斉) 分散型エネルギーだけで社会は成り立ちませんが、適材適所で多くの活躍
の場があります。梨励率もトータルで老えれぱ良い場介が多いと育われて
います。しかしこれは、胸然エネルギーとはまた別でtオユ。
地西鰈U寛111書などを見てもヨーロッパでは風力は十分ぺイしているとされ
ていますねしかいヨ本では無理とされていますね
ヨーロッパでぺイできる地域も「製定されていると忠うんです。デンマーク
のある島とか、剣牛の整っているところではぺイしているけれど、地球規
模では鄭しいと思います。
入しイできるかという1剖題と、サプライできるかという問題があります。
だから、総量だけで靜鄭兪していいのかどうかという闇題もあります。核融
合だけでエネルギーすべくをまかなうわけではないでしょう。これはポリ
シーの問題でもあるので、核融合のエネルギーがどういう部分を扣うかの
検討と、それがどの↑呈座老、姜なのかという検制が大小1です。
そうですなそういうきめ卸1かい詳節兪をしないと、社会的にば納得しても
らえないかもしれませんね
学郡絵議でΠ駅の雨齢兪をしたとき、核エネルギーのメンバーだけでi薪兪し
て、なぜ喋境やエネルギーのグループと甫齢倫しなかったかというと、そう
いう人たちには、 J即蹴こi泙判が恕いからなノνですよ。やめたほうがいいと
いう結論になってしまう。エネルギー町円家の恂では、核融合は非常に評
仙仂§低いんです。
やめてもかまわないんですが、その代啓としてはどういシ意見が1_Πるんで
すか。1T肌をやるかどうかの決定は非常に緊迫しているわけです。核剛洽
以外に何かあるか、それが示されていないんです。30鯏剖、核削洽に代わ
る冷ソグd戈案が示されたことが・'皮もないですから。
ただ技術杓なテーマを取り上げて議楡するだけではなく、礼会榊造の問題
も含めて、なるべく多くの人を巻き込んでi薪倫を広げる必斐があることを
痛感しますね
こういうii断倫をしていて、すっきりしたネ古諭が出ないのはどうしてなんで
浅川
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しょうね。
でもすんなりまとまるほうがおかしいと思います。われわれも確実なデー
タから論理を組み立てているわけではないで司、から
われわれは10培爰の予測もあてたことがないでしょう。終朝爰の焼け野原
に立って、現在の繁栄を予測した日本人は1人もいなかったように、そも
そも未来予測は全夕太あたらないものですね。少し前までは、携帯遜舌もパ
ソコンも予測できなかった。ということは、核融合にっいても、1寺来はど
平田
田島
笹尾
うなるかさっぱりわからない、ということです。とんでもないものができ
るかもしれないし、全夕太だめかもしれない。
非常に問題なのは、今の時点で核融合研究者はあまりにも社云とのかかわ
りがないままに、自分たちの思いこみの中で研究していることです。それ
は反省すべきだと感じています。
自分自身の気持ちとしては、核融合が人類のために彪、要だと思って研九を
始めたわけではないんです。プラズマ物理学がおもしろいからだったんで
す。その過程で、予算が必要になり、核融合を研究する以上、理屈をっけ
なけれぱいけなくなって「核融合は重要である」と喬い出した・'・・・・由らの
反省も意味もこめて言えぱ、われわれは第一世代ですから、そういう面が
あるわけです。
でも今はこれだけ予算を使うのですからタテマエだけの核融日研兇は許
されない"訓弌ですね
われわれの世代はエネルギー開発と言う意識を持って入ってきた人が多い
と思いますが・・・"'。
「核融合は重要である」というタテマエで進めてきた第一次世代がりードし
てきたので、それ以後の世代と歯朏吾が生まれ、今はその貢任を負わされて
いる状態だと思います。問題1断責み上げメ元丈の開発'研究スタイルを選ん
で、莫大な予算を要求したがる人たちがまだいることでしょう。恢融凾開
発がホンネであるならば、闇題点の"厭のための予算要求を第、「:愛先とす
るはずです。
西川
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